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１．はじめに
中学校理科第二分野では、学習の１単元として「動
物の仲間」という動物の分類を主に扱う単元がある。
この単元は、平成元年、平成10年、平成20年の３度に
わたる学習指導要領で扱われ方が大きく変化し、これ
らに基づいて作られた中学校理科の教科書も、指導要
領の改訂に伴い変化していた（小池ほか、2009）。この
調査では、動物を脊椎動物と無脊椎動物に分けている
こと、脊椎動物を体の構造や子の生まれ方で分けてい
ること、平成10年学習指導要領では無脊椎動物の内容
が削除されていたことを挙げた。
平成20年学習指導要領では、第２章第４節第２〔第
２分野〕２(3)ウに、「動物の仲間」の内容が掲載され
ている。そこでは、ア脊椎動物の仲間、イ無脊椎動物
の仲間と分けられ、観察によって動物の特徴や分類を
行うようにとしている。
現在の教科書は、平成10年学習指導要領に準拠した
ものである。無脊椎動物は、発展的学習として体の特
徴と、種類数は脊椎動物の種類数より多いことを扱っ
ており、平成元年学習指導要領に準拠した教科書掲載
ページの半分以下となっている。一方、平成元年学習
指導要領に準拠した教科書では主に節足動物の昆虫や
軟体動物のハマグリを観察し、運動の様子や体の構造
を学習するものとなっていた。脊椎動物の扱い方は、
平成元年学習指導要領に準拠した教科書では魚の解剖
を行って体の構造を確認するという観察があった。し
かし、平成10年学習指導要領に準拠した教科書では、
動物の写真を見てその特徴から分類を行うという扱い
方に変わっている。さらに、動物の分類を行うページ
数の大部分は種類数の少ない脊椎動物が占めている。
中学校における動物の分類は、脊椎動物と無脊椎動
物という人為的な区分で分けている。しかし、生物学
における動物の系統分類は、図１および図２に示す通
りである。平成20年学習指導要領理科の目標は、「...目
的意識をもって観察・実験を行い、...科学的な見方や
考え方を養う。」としている。「動物の分類」という単
元で科学的な見方を養うには、化石や進化のメカニズ
ムを意識できる授業展開が必要となる。
脊椎動物の多くは、脊椎で代表される内骨格をもつ。
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無脊椎動物に脊椎は存在しないが、様々な動物群に骨
格が存在する（表１）。そこで、骨格を比較し観察する
ことで動物について、より深い理解を得られるように
工夫し、その有用性について検討を試みた。
２．材料
無脊椎動物は、海綿動物門のワタトリカイメン、刺
胞動物門のミドリイシ（イシサンゴ）、軟体動物門のオ
オナルトボラ、節足動物門のトノサマバッタとウモレ
オウギガニ、棘皮動物門のバフンウニを材料とした。
脊椎動物は、条鰭綱のカサゴ、両生綱のアカハライモ
リ、アズマヒキガエル、爬虫綱のニホントカゲ、鳥綱
のニワトリ、哺乳綱のムフロンを材料として骨格標本
を作製した。
材料の採集は、無脊椎動物に関しては、海産のもの
は磯などで、トノサマバッタは大学近隣で採取した。
脊椎動物に関しては、個人で採集可能なものもあるが、
大型の脊椎動物は収集することが難しい。そのため、
大型の脊椎動物に関しては、群馬サファリパークや家
畜業者に協力を依頼し、材料の提供を受けた。
３．骨格標本の作製法
海産の無脊椎動物の骨格標本では、採集後、海水中
に長期間置いて軟組織を分解し、骨格を乾燥させて作
製した。昆虫の骨格標本は、形を整え、そのまま乾燥
させる方法で作製した。これらの方法で作成した標本
は、壊れないように箱などに入れ、その際、昆虫は、
虫による害を防ぐために市販の防虫剤と一緒に箱に入
れ保管した。
脊椎動物の骨格標本については、大型のものは煮沸
法（八谷・大泰司、1994）を用い、中型のものは排水
パイプ用洗浄剤による方法（伊藤、1992）を用いた。
体長20㎝未満の脊椎動物は、二重染色法（河村・細谷、
1991）による透明骨格標本を作製した。
また、出来上がった標本に関しては、魚類・両生類
はプラスチックケースに保管し、哺乳類・鳥類はキャ
スター付きハンガーラックに吊り下げた状態で保管し
た。透明骨格標本に関しては、透明なガラス広口瓶を
用い、防腐剤としてのチモールが少量入ったグリセリ
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図１ 動物の系統分類（白山、2000による)
図２ 脊索動物門の系統分類の特徴（松井、2006による)
表１ 各動物群の骨格の有無と生活様式（白山、2006による)
骨格の特徴 生活様式
海綿動物 骨片、有機質の繊維 固着生活 水中
平板動物 なし 繊毛で運動 水中
刺胞動物 外骨格をもつものあり 固着生活、プランクトン生活 水中
有櫛動物 なし プランクトン生活 水中
扇形動物 なし 自由生活・寄生生活 水中
中生動物 なし 寄生生活 水中
有顎動物 なし プランクトン生活 水中
腹毛動物 なし 自由生活 水中
内肛動物 なし 固着生活 水中
外肛動物 クチクラまたは石灰質の虫室 固着生活 水中
有輪動物 なし 固着生活 水中冠輪
動
物 箒虫動物 なし 固着生活 水中
腕足動物 ２枚の殻 固着生活するものが多い 水中
紐形動物 なし 自由生活 水中
毛顎動物 なし プランクトン生活 水中
軟体動物 外套膜から分泌された殻 自由生活 水中
環形動物 外骨格［体節化］ 自由生活 水中、陸上
星口動物 なし 自由生活 水中
緩歩動物 外骨格［体節化］ 自由生活（脚を使って歩く） 水中、陸上
有爪動物 外骨格［体節化］ 自由生活（脚を使って歩く） 陸上
有棘動物 外骨格 棘を使って運動 水中脱皮
動
物 線形動物 外骨格 自由生活・寄生生活 水中、陸上
類線形動物 外骨格 自由生活・寄生生活 水中
節足動物 外骨格［体節化］ 自由生活（脚を使って歩く・翅を使って飛ぶ）
水中、陸上、
空中
棘皮動物 骨片、骨板 自由生活（管足で歩く） 水中
半索動物 なし 自由生活・固着生活 水中
脊索動物 内骨格をもつものが多い 自由生活・固着生活 水中、陸上、空中
ン中に保管した。
４．結果
⑴ 海綿動物の骨格
海底で固着生活を行なっているワタトリカイメンの
標本（図３、４）を見てみると、細かく細い海綿繊維
による骨格が網の目のようになっていることがわか
る。この骨格が体内全体に広がっており、体の形を保っ
ている。さらに触ると壊れてしまうくらい、もろい。
下部が基盤に接地し、体を支えている。
⑵ 刺胞動物の骨格
海底で固着生活を行なっているミドリイシの仲間の
骨格（図５、６）は、骨格の下部は基盤に接地し上部
は枝のように伸びている。ミドリイシの仲間は群体で
生活し、共通の骨格を形成している。表面には多数の
個虫が入っていた穴があいている。材質は石灰質で、
大変硬い。捕食者から柔らかい体を守り、さらに群体
の形を保っている。
⑶ 軟体動物の骨格
海産の巻貝であるオオナルトボラ（図７）は外套膜
から分泌された、らせんに巻いた厚くて硬い石灰質の
殻をもっている。殻は体の背面にある内臓塊を保護し
ており、体全体を内部に収納し足の背面にある蓋でふ
さぐことができる。殻軸筋が殻の内側と軟体部を接続
している。殻の外側の表面には凹凸があるが、内側の
表面は滑らかで、危険時には軟体部全体をこの殻の中
に隠し、外敵から身を守っている。
⑷ 節足動物の骨格
トノサマバッタ（図８）とウモレオウギガニ（図９）
の標本は、生きている時と外観はほぼ変わっていない。
節足動物は体表面が外骨格で覆われているため、骨格
標本を作製しても見た目がほとんど変わらない。また
骨格は頭尾軸を基に左右対称になっている。
陸上生活を行う昆虫のトノサマバッタはクチクラで
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図３ ワタトリカイメンの乾
燥標本
図４ ワタトリカイメンの
乾燥標本の拡大
図５ ミドリイシ（イシサンゴ）の仲
間の骨格
図６ ミドリイシ（イシサンゴ）の
仲間の骨格の拡大写真
図７ オオナルトボラの殻
図９ ウモレオウギガニ図８ トノサマバッタ
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できた軽い外骨格をもつ。体は頭部、胸部、腹部に分
かれていて、胸部には６本の脚と４枚の翅がある。ま
た翅は胸部の外骨格の一部から発生したもので、これ
を用い、空を飛ぶことができる。さらに、第１脚と第
２脚よりも、第３脚はよく発達しており、大きな跳躍
力をもっている。トノサマバッタの骨格は、体を外敵
と乾燥から保護し、さらに脚や翅の外骨格は筋肉の付
着点となり運動に関与している。
甲殻類に含まれ海中生活を行うウモレオウギガニは
炭酸カルシウムの沈着した外骨格をもつ。ウモレオウ
ギガニは頭胸部腹面に10本の脚をもち、腹面を見ると
体節構造をもっていることがわかる。ウモレオウギガ
ニの外骨格は外敵から体を保護し、脚の外骨格は筋肉
の付着点となり運動に関わっている。
トノサマバッタとウモレオウギガニのどちらの脚に
も多くの関節があり、ここが脚の可動部となり、運動
を行っている。
⑸ 棘皮動物の骨格
バフンウニの骨格（図10、11）は五放射相称を示し、
表面には丸い突起が放射状に並んでいる。また突起と
突起の𨻶間には２つで１組になった小さな穴が開いて
いる。生きている時は突起の上には棘が存在し、２個
で１組の穴からは、先が吸盤になり移動のときなどに
使われる管足が出ている。この骨格は骨板が組み合わ
されてできており、石灰質で硬く、内臓を収納する内
側は空洞になっている。背面の中央には肛門や生殖輸
管が通っている穴が見られる。図10ではこの部分の骨
板がはずれている。腹側には、背側よりも一回り大き
い開口部があり、生きている時はここにアリストテレ
スの提灯と呼ばれる歯を備え、口器として働いている。
骨格は身を守るとともに、体の形を保っている。
⑹ 脊椎動物の骨格
ａ．条鰭綱
カサゴ（図12）は、カサゴ目に属する。今回作製し
たカサゴの標本の全長は約25㎝である。
頭部は、眼の下を曲線状に囲んでいる眼下骨と呼ば
れる骨がある。この眼下骨の一つには、眼下骨棚が見
られる。これは、五個の眼下骨のうち第三眼下骨が伸
長したもので、前鰓蓋骨に接している。前鰓蓋骨は方
骨の外側に位置し、棘状突起が発達しているのが見ら
れる。腹側には、鰓弓骨と呼ばれる鰓を支持する骨が
ある。
胴では、体の正中線上に背鰭、臀鰭、尾鰭の正中鰭
が、体の左右に対になっている胸鰭、腹鰭の対鰭があ
図10 バフンウニの骨格（背面) 図11 バフンウニの骨格（背面）の拡大写真
図12 カサゴの骨格
ba：鰓弓骨 bf：臀鰭 df：背鰭 pf：胸鰭 pop：前鰓蓋骨 ｑ：方形骨 sor：軟条
spp：棘突起 spr：棘条 sub：眼下骨 sus：眼下骨棚 tf：尾鰭 ｖ：椎骨 vf：腹鰭
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る。鰭には鰭条が発達し、背鰭・臀鰭は前方の部分に
棘条が発達していることが確認できる。体の中央には
椎骨が走っている。椎骨から背側（神経棘）、腹側（血
道棘）に向かって棘突起が出ていることがわかる。ま
た、腹鰭から臀鰭までの椎骨の腹側には、肋骨が見ら
れる。
尾部は、臀鰭前方より後ろの部分である。観察より、
胴から尾部にかけて椎骨の特徴は変わらないことがわ
かる。また、椎骨の末端から後方に尾鰭の軟条が発達
している。
ｂ．両生綱
アズマヒキガエル（図13）は、無尾目に属する。今
回作製したアズマヒキガエルの標本の体長は約７㎝で
ある。
頭部は、扁平な頭蓋であり、眼窩周辺が大きく開い
ていることを見ることができる。
胴は、体の正中線に沿って椎骨が並んでいる。この
図では、肩甲骨で隠れているが、椎骨は９個ある。肋
骨は短い。第９椎骨は腸骨と接触している。尾椎は、
一本の棒状に癒合している。また、椎骨と前肢を接続
する肩帯と呼ばれる肩甲骨と烏口骨、椎骨と後肢を接
続する腰帯と呼ばれる腸骨、座骨、恥骨を確認するこ
とができる。
四肢は、前肢の撓骨・尺骨と後肢の脛骨・腓骨が癒
合していることを確認することができる。前後肢共に
５本の指を確認できる。また、後肢については、足根
骨である踵骨、距骨が長いことも確認できる。
アカハライモリ（図14）は有尾目に属する。今回作
製した標本個体の全長は約９㎝である。
図14、15、16の略号
ａ：関節骨 ca：竜骨突起 cb：肋骨 co：烏口骨 ｄ：歯骨 ｆ：腓骨 fu：叉骨 il：腸骨 is：座骨 mt：中足骨
ns：神経棘 ｐ：恥骨 ｑ：方形骨 ｒ：撓骨 sc：肩甲骨 st：胸骨 ｔ：脛骨 ti：距骨 ｕ：尺骨 up：鉤状突起
図16 ニワトリの骨格
図14 アカハライモリの透明骨格
図15 ニホントカゲの透明骨格
図13 アズマヒキガエルの骨格
cb：肋骨 co：烏口骨 fe：大腿骨 fi：踵骨
il：腸骨 is：座骨 ｐ：恥骨 ru：撓尺骨
sc：肩甲骨 ti：距骨 tf：脛腓骨 ur：尾骨
ｖ：椎骨 ｖ９：第９椎骨
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頭部は、扁平であることが確認できる。また、頭蓋
後方の口の近くには、眼窩があることを確認できる。
胴は、椎骨の数が多いこと、隣接する椎骨の神経棘
は間隔が狭いのが確認できる。頭部に近い椎骨の肋骨
は腹面に向かって伸びているが、発達は悪い。
四肢は、前肢の撓骨・尺骨と後肢の脛骨・腓骨は癒
合していないのがわかる。この図では、前肢の撓骨・
尺骨が重なってしまい互いに分離しているのが分かり
にくい。前後肢ともにほぼ同じ長さである。前肢の指
は４本、後肢の指は５本あることがわかる。
ｃ．爬虫綱
ニホントカゲ（図15）は有鱗目に属する。標本個体
の全長は約12㎝である。
頭部は、前端が細長く尖っていることが確認できる。
胴部は、両生類のアカハライモリに比べ、隣接する
椎骨の神経棘の間隔が広いこと、肋骨が胴部全体に広
がって発達していることが確認できる。また、胴と尾
部の椎骨では差がみられ、尾部の椎骨の神経棘の方が
より細くなっている。
四肢は、両生類のアカハライモリに比べ、前後肢を
構成する骨が長いことが確認できる。前肢の撓骨・尺
骨と後肢の脛骨・腓骨は癒合していないこと、前肢よ
りも後肢の方がやや長いことが確認できる。前後肢の
指は共に５本である。
ｄ．ニワトリ
ニワトリ（図16）はキジ目の鳥類である。標本個体
の口先から尾部までの長さは約40㎝である。
頭部は、頭蓋の構成骨が癒合して一体となっている
ことがわかる。また、頭蓋全体に対しての眼窩が占め
る割合が大きい。下顎は関節骨、角骨、歯骨が癒合し
ており、頭部の後方にある方形骨と接続している。ま
た、嘴は短く、口先に向かって細くなっている。
胴は、椎骨のうち腰椎・仙椎・尾椎の一部が腸骨、
座骨、恥骨と癒合して大きな骨盤となっていることが
確認できる。胸骨には、強力な飛翔筋の付着面になる
竜骨突起がある。さらに、胸骨と前肢である翼とを連
結する烏口骨は非常によく発達している。叉骨はＶ字
形である。肋骨は、鉤状突起を確認できる。
四肢は、前肢の撓骨・尺骨が癒合していないことが
確認できる。また、中手骨がとても発達しており、指
は３本である。後肢については、脛骨が発達し、腓骨
は脛骨上部の方で癒合している。足根骨である踵骨、
距骨が中足骨と癒合し、指骨と接続している。後肢の
指は４本あり、三前趾足という前方に向かって３本、
後方に１本の足指型が見られる。
ｅ．哺乳綱
ムフロン（図17）は、ヤギ科に属している。標本個
体の鼻先から尾椎末端までの体長は約80㎝ある。
頭部は、歯𨻶が見られ、顎は下顎の歯骨が頭蓋にあ
図17 ムフロンの骨格
ｄ：歯骨 cb：肋骨 ｆ：腓骨 il：腸骨 is：座骨 ms：中手骨 mt：中足骨 ｒ：撓骨
sc：肩甲骨 sq：鱗状骨 ｐ：恥骨 ｔ：脛骨 tp：横突起 ｕ：尺骨
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る鱗状骨と関節する。また、頭蓋には二次口蓋が確認
できる。
椎骨は、前方の頭骨に接続している７個を頚椎、肋
骨をもつ13個を胸椎、横突起をもつ６個を腰椎、骨盤
と接続している１個を仙椎、仙椎の後部に続く尾椎を
区別できる。骨盤は、腸骨、座骨、恥骨が融合したも
ので、体の長軸方向に長い。
四肢は、前肢の撓骨・尺骨は癒合し、後肢は腓骨が
副木のような形になって脛骨に癒着していることが見
られる。前肢の中手骨、後肢の中足骨が発達していて、
前後肢の指はそれぞれ２本である。肩甲骨は三角形状
である。
５．考察
⑴ 無脊椎動物の骨格
水中で固着生活する海綿動物門の骨格は、海綿繊維
による網目状に広がった内骨格である。運動に直接関
係することはなく、主に体の形を保ち、体を支える役
割をもつ。
水中で固着生活をする刺胞動物門は、表面に個虫の
入る穴があいている、硬い骨格が発達しているものが
多く、その役割は外敵から体を守ることと体の形を保
ち、体を支えることである。運動に直接関係すること
はない。
ほとんどの仲間が水中生活を行う軟体動物門は、そ
の多くが、外套膜から分泌された炭酸カルシウムに
よって作られた殻をもつ。これも広義には外骨格に含
まれる。内臓塊を覆っている殻は、動物の背面に位置
しており、危険を感じるとその中に軟体部全体を隠し、
外敵から身を守っている。一般的に殻は運動時に用い
られることはない。
節足動物門は、共通して体表面を外骨格で覆われて
おり、成長するためにはこの外骨格を脱皮する必要が
ある。陸上生活を行うものはクチクラでできた薄くて
軽い外骨格をもち、水中生活を行うものは炭酸カルシ
ウムが沈着した厚い外骨格をもつ。脚には関節があり、
硬い外骨格に覆われた脚の可動部となって滑らかな運
動の助けとなっている。体を外敵から守り、さらに筋
肉の付着点として働き、運動に関わっている。陸上生
活を行うものは体を乾燥から守っている。また一部の
動物は体が体節化されている。
すべて海産の棘皮動物門は、骨片や骨板で構成され
た骨格をもつ。骨格の上を表皮が覆っている。骨格は
体の形を保ち、体を保護する働きをしている。棘皮動
物は、管足と呼ばれる水管系につながる器官を用いて
運動を行うものが多く、骨格が運動に関わることはな
い。
⑵ 無脊椎動物の骨格の多様性
無脊椎動物においては、骨格標本の観察から、各動
物門の骨格の形態的特徴を見ることができた。海綿動
物門のように骨片が繫がり合った網目状の構造をして
いるものもあれば、節足動物門のように体表面全体を
覆っているものもある。それぞれの動物門の骨格の形
態的特徴を比較してみると、全く異なっており、そこ
からは共通性はほとんど見られない。内骨格、外骨格
という言葉でまとめることは困難である。
無脊椎動物の骨格の機能は、体の形を保ち、支える
機能、筋肉の付着点として運動に関わる機能、体を保
護する機能の３つがあげられる。
節足動物門は昆虫のように陸上生活を行う動物と、
甲殻類のように水中生活を行う仲間がいる。陸上生活
を行うものと水中生活を行うものとの骨格を比較して
みると、どちらの動物も体表面を覆う外骨格をもつこ
とは共通している。しかし外骨格の組成や形態には大
きな違いが見られる。同じ動物門に属していても、生
活環境や生活様式の違いで特徴の異なる骨格をもって
いる。
無脊椎動物の骨格は動物門ごとに全く異なる特徴を
もち、同じ動物門に属していても生活環境・様式によ
り異なった特徴の骨格をもつ。
無脊椎動物の骨格は非常に多様である。
⑶ 脊椎動物の骨格
条鰭綱は、頭部の構成骨が多いこと、正中鰭と対鰭
をもつこと、椎骨に発達した棘突起があること、尾部
では椎骨の付き方が胴と変わっていないことを特徴と
して挙げた。頭部骨格では、今回確認した眼下骨、前
鰓蓋骨、鰓弓骨、方形骨以外にも多くの骨がある。こ
の頭部骨格は、外骨格（皮骨）由来の骨と内骨格由来
の骨から成る。皮骨は真皮組織の石灰化により形成さ
れたもので、眼下骨や鱗などが該当する。皮骨は、条
鰭綱を含む硬骨魚類で、頭部骨格、全身に見られてい
る。内骨格由来の骨は、鰭条、頭蓋のほか、鰓弓骨が
該当する。今回観察できた眼下骨棚については、カサ
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ゴ目特有の形質である。
両生綱は、頭蓋が扁平であること、肋骨の発達はよ
くないことなどが特徴である。また、無尾目について
は、腰帯の腸骨・座骨・恥骨、尾椎は癒合し、Ｕ字形
の骨盤であることや、後肢が発達している特徴が見ら
れた。有尾目は、椎骨の数が多いこと、前後肢の長さ
がほとんどかわらないなどの特徴が見られる。
爬虫綱の有鱗目では、頭部が前端に向かって細長く
なること、肋骨が発達していること、前肢より後肢の
ほうが長いことが特徴である。
鳥綱は、頭部の構成骨が癒合していること、胸骨の
竜骨突起が発達していること、腸骨・座骨・恥骨と椎
骨の一部が癒合し大きな骨盤をもつこと、烏口骨が発
達していることなどが、特徴である。
哺乳綱は、ヤギ科を使い、頭蓋には、二次口蓋をも
つこと、椎骨が頚椎、胸椎、腰椎、仙椎、尾椎に分け
られること、四肢が発達していることなどが特徴とし
てあげられる。
皮骨は、両生綱、爬虫綱、鳥綱、哺乳綱は主に頭蓋、
顎、肩帯でしか見られない。
⑷ 脊椎動物の骨格の共通性と多様性
今回観察した脊椎動物は、内骨格をもっており、体
の背側には正中線に沿って椎骨の連なった脊椎をもっ
ている。脊椎動物は脊索動物門の一亜門であり、発達
した内骨格をもつ。
また、条鰭綱のカサゴは水中生活、両生綱のアズマ
ヒキガエルの成体、アカハライモリ、爬虫類のニホン
トカゲ、哺乳類のムフロンは陸上生活を行っている。
ニワトリは陸上生活であるが、家畜化される前は飛翔
することができた。そのため、飛翔する鳥類の仲間と
基本的に同じ骨格をもっている。水中で生活を行う条
鰭綱は、運動器官として鰭をもつ。両生綱では、無尾
目の骨格の特徴は、跳躍行動を行うために特殊化して
おり、一方、有尾目は長い体と長い尾、短い四肢で陸
上移動を行う。陸上生活を行う脊椎動物は、運動器官
としての四肢をもつ。前肢は胸鰭に、後肢は腹鰭と相
同である。水中・陸上・空中（飛翔）での鰭や四肢と
頭や胴との相対的な位置は、それぞれの生活様式に対
応している（図18）。脊椎動物の骨格の形態が生活様式
に多様に対応していることを読み取ることができる。
⑸ 骨格標本の有用性
内骨格の発達している脊椎動物だけでなく、無脊椎
動物にも存在し、多様な骨格をもつものがある。しか
し、どの生活様式でみても、一般的に脊椎動物の方が
無脊椎動物よりも体長、体重ともに大きい。例えば、
飛翔行動を行うものとして、節足動物の中の昆虫では
世界最大のカブトムシは大きいもので全長約16㎝あ
り、体重は約50ｇある。脊椎動物の中では、鳥類が主
に飛翔行動を行っており、今回の標本で使ったニワト
リは体長40㎝、体重は約1000ℊであった。大きさも重
さも脊椎動物がはるかに上回っており、この理由は発
達した内骨格によるものと考えられる。
脊椎動物の両生綱のアカハライモリ、爬虫綱のニホ
ントカゲ、哺乳綱のムフロンは四肢で歩行する。脊椎
動物の両生綱、爬虫綱、鳥綱、哺乳綱の骨格から、陸
上生活を行うことで椎骨と四肢が発達していること、
体が大きいことを確認できた。これらの肩帯や腰帯の
付き方をみれば、進化の過程がわかる。
生徒たちは、海に住む無脊椎動物の外骨格や脊椎動
物の内骨格を日常で観察することはできない。日常で
見られないものを提示することにより、生徒たちに動
物に対しての興味・関心を高めることができる。
骨格標本の観察は、動物群ごとの特徴を実際に目で
見て捉えることができる。学習者は、日常生活の中で
動物を、多様性や共通性に注目して見ることができる。
以上のことから、骨格標本を用いることで、動物に
ついての理解をより一層深められると考えられた。
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